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研究成果の概要（和文）：複素解析的な葉層構造のカテゴリーにおける，Godbillon-Vey 類の剛

性の証明を得た．また，葉層の連続変形から定まるある不変量と，Godbillon-Vey 類の剛性が

深く関連することも明らかにした．このほかにも，複素余次元１の複素解析的な葉層構造の 

Fatou 集合・Julia 集合の簡明な定式化を新たに得た．Fatou 集合の分類を行ったほか，不変

計量や共形測度に関する基本的な性質についても調べた． 

 
研究成果の概要（英文）：I studied the Godbillon-Vey class of transversely holomorphic 

foliations, and showed that it is rigid under continuous deformations in the category of 

transversely holomorphic foliations. It is also shown that an invariant of deformations of 

foliations is closely related to the rigidity. I also introduced a new, simple definition of 

Fatou and Julia sets of transversely holomorphic foliations. A classification of Fatou 

components and some fundamental properties concerning invariant metics and conformal 

measures are obtained. 
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１．研究開始当初の背景 

複素解析的な葉層構造・ベクトル場は，複素
解析的な力学系としてそれ自身興味がもた
れるほか，余次元・次元が高い葉層構造・ベ
クトル場の特別な場合としても重要である．
これらについての系統的な研究は比較的最
近であるため，基本的なものを含め多くの問
題が残されている．これらの解決のためには，
従来の幾何学的手法を発展させつつ，一方，
解析的な手法をより積極的に取り入れてい

く必要があると考えられる．そのため，単に
問題を解決するのみならず，研究手法の開発
も必要であると考えられる．また，近接分野
として，いわゆる複素力学系（複素解析的な
写像の反復合成の力学系）や，クライン群の
研究が挙げられる．これらの研究を直接的・
間接的に援用できるような研究手法の開発
も重要である． 
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２．研究の目的 

複素解析的な葉層構造・ベクトル場について， 

以下の事柄を柱として研究を行い，これらの
諸性質を明らかにする． 

 

(1) 特性類を通じた，複素解析的な葉層構造
の幾何学的・力学的な性質の解明： 

Godbillon-Vey 類は複素解析的な葉層構
造の研究においても重要であるが，一方，
これは Bott類と Chern類の積に分解さ
れる．これは複素解析的な葉層構造特有
の現象であるので，特にこの点に着目し
て研究を進める． 

 

(2) 特異点を持つ葉層構造やベクトル場の性
質の研究への特性類の応用： 

複素解析的な葉層構造やベクトル場はし
ばしば特異点を持つ．このような場合に
特異点に着目した研究は多いが，従来の，
特異点を持たない葉層構造に関する研究
との関連を念頭においた研究を進める． 

 

(3) 複素解析的な葉層構造やベクトル場の幾
何学的な研究手段の開発・改良： 

複素解析的な葉層構造やベクトル場の研
究は今までも幾何学的に行われているが，
それは（微分）位相幾何学的な側面が強
く，複素解析的な構造をさらに積極的に
用いていく余地が残されている．例えば
写像の反復合成の力学系においては函数
論などの手法を幾何学的に用いることに
より深い結果を得ている．これらを参考
にして，研究手段を開発・改良していく． 

 

これらは便宜的に分割しているが，独立のも
のではなく，それぞれの研究が他の研究の推
進において重要である． 

 

 

３．研究の方法 

日常的な研究のほか，国内外の研究集会に参
加するなどして，近接分野の研究者と研究連
絡を取り合い，最新の情報の収集に努めた．
特に大規模な国際研究集会として 
 
Global and Local Aspects of Holomorphic 
Foliations（ブラジル，2008 年） 
 
および 
 
VIII International Colloquium Santiago 
de Compostela（スペイン，2008 年） 
 
に参加した．前者は複素解析的な葉層構造・
ベクトル場を主題としたもの，後者は葉層構
造・ベクトル場を総合的に扱ったものである． 
これらの研究集会を含む，複数の国内外の研

究集会において講演を行い，成果を発表した． 
また，書籍や講究録などの研究資料も随時収
集した． 
 
４．研究成果 
(1) 複素解析的な葉層構造のカテゴリーにお
ける，Godbillon-Vey 類の剛性の証明を得た．
Godbillon-Vey 類は葉層構造の最も重要な負
変量である．これは一般の葉層構造について
は，葉層構造の変形に応じて連続的に変化す
ることが知られている．複素解析的な葉層に
ついては事情が異なり，葉層が連続的に変形
しても Godbillon-Vey 類は変化しないこと
（剛性）が示された．これにより，特性類の
理論は実のカテゴリーと複素のカテゴリー
では，定義がほぼ同一であるにもかかわらず
大きく異なることが示され，今後のこの方面
の研究の出発点の一つとなることが期待さ
れる．証明の過程で，葉層構造の無限小変形
による複素二次特性類の微分を定義した．複
素二次特性類は同一のものであってもいく
つかの表現があり得るが（同値類の代表元の
取り方に任意性があるが），従来は表現（代
表元）を固定した場合の微分が定義されてい
た．本研究の目的にはこれでは不足であった
ため，表現の方法によらない微分を定義し，
これが従来のものと一致することを示した．
これにより，複素二次特性類の無限小微分を
実二次特性類の無限小微分と比較すること
が容易になった．一方，これらとはやや独立
に，葉層の連続変形から定まるある不変量と，
Godbillon-Vey 類の剛性が深く関連すること
も示された．この種の不変量の性質は今のと
ころほとんど何も分かっておらず，やはり今
後の研究の基礎となることが期待される．こ
れらの成果は研究目的の(1)および(3)におお
よそ対応する． 

 

(2) 複素余次元１の複素解析的な葉層構造の 

Fatou 集合・Julia 集合の定式化を得た．
Fatou 集合・Julia 集合は，それぞれ複素１
次元力学系における最も重要な概念の一つ
である．複素解析的な葉層構造についてもこ
の種の集合が定義され，良い性質を持つこと
が期待されていた．このような集合は Ghys, 

Gomez-Mont, Saludes らによりまず導入さ
れたが，その性質は期待されるものとやや異
なるものであり，また，定義が他の種類の力
学系における Fatou 集合・Julia 集合のそれ
と直接的には同一ではなかった．本研究の結
果，新たな Fatou 集合・Julia 集合の定義を
得，これらを解決することができた．新たな
定義は非常に簡明なため，葉層構造のみなら
ず，古典的な複素１次元力学系を包括するよ
うな概念が得られることが期待される．その
場合，いわゆる Sullivan の辞書として知られ
ているうちのいくつかの事柄については，



 

 

様々な力学的に通有的であることが示され
ると考えられる．例えば，本研究で得られた
Fatou 集合には古典的（一般的）な意味での
Fatou 集合と類似の分類が存在するほか，
Poincaré 計量に相当する不変計量をその上
で構成することができる．また，Julia 集合
上には共形測度を構成することができるが，
これも古典的な意味での Julia集合の性質の
類似と言える．これらについて研究を進める
ことは今後の重要な課題である．これらの成
果は研究目的の(1)，および(3)におおよそ対
応するが，(2)にも関連が深い． 
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